
平成３０年度事業報告書 

社会福祉法人ことぶき 

1. 理事会・評議員会の開催状況 

⑴ 理事会の開催状況 

区分 開催日 出席人数 監事 議   案 

第１回 30.06.06 ９名 ２名 ①平成 29年度事業報告の承認について 

②平成 29年度収支決算報告の承認について 

③理事候補者の選任について 

④定時評議員会の開催内容について 

第 2回 30.06.27 １０名 １名 ①理事長の選任について 

②業務執行理事の選任について 

第 3回 30.09.26 ８名 １名 ①上半期職務執行状況報告について 

②地域貢献事業に関する報告について 

第 4回 30.12.12 ９名 １名 ①上半期事業活動収支状況について 

第 5回 31.03.27  １０名 １名 ①下半期職務執行状況報告について 

②一般会計予算の補正について 

③2019年度事業計画及び一般会計予算の承

認について 

④就業規則の一部改正について 

⑤居宅介護支援事業所の運営規程の一部改正

について 

⑵ 評議員会の開催状況 

区分 開催日 出席人数 監事 議   案 

第１回 30.06.27 ９名 １名 ①平成 29年度事業報告について 

②平成 29年度収支決算報告の承認について 

③理事の選任について 

 



2. 職員状況 

➢ 退職者７名 

介護老人福祉施設：介護士４名（正規職員）  

【理由】採用後７か月で家庭の事情、１週間で体調不良、県外へ転居、転職 

通所介護：介護士１名（時間給制準職員） 

【理由】平日のみの仕事に転職 

訪問介護：ヘルパー２名（時間給制準職員） 

【理由】健康上の理由、採用後３か月で市外転居 

➢ 採用者９名（折込３名、ハローワーク４名、職員紹介１名、ホームページ１名） 

介護老人福祉施設：介護士５名（介護福祉士２名、初任者研修２名、無資格１

名）看護師２名（正看１名、准看１名） 

訪問介護：ホームヘルパー２名（初任者研修２名） 

  

3. 防災対策・設備管理等 

⑴ 消防訓練の実施 4月 25日 昼間想定 10月 17日 夜間想定 

⑵ 設備点検の実施 灯油地下タンク、電気設備、給湯設備、消防設備、 

 

4. 寄付受入れ状況 

月 寄付内容 氏名又は団体名 

5月  月夜野温泉の湯 ２ｔ  伊勢崎中央ライオンズクラブ様 

8月  ポータブルトイレ１台  通所介護利用者ご家族様 

10月  10,000円  ヘアーサロンカワノ様 

10月  10,000円  三郷地区区長会様 

12月  500,000 円（特養車椅子購入）  上毛新聞愛の募金様 

 1月  200,000 円  特養入所者ご家族様 



5. 健康管理 

⑴ 入所者（入居者） 

➢  6月～7月 後期高齢者健診 

➢  7月 23日 結核健康診断（胸部レントゲン） 

 

⑵ 職員 

➢  6月 15日 全職員対象定期健康診断及びストレスチェック 

（介護職員は腰痛健診も実施）／伊勢崎佐波医師会病院検診センター 

➢ 12月 10日～15 日 介護老人福祉施設常勤介護士健康診断／山田内科クリニック 

 

6. 設備、備品等購入 

⑴ 介護老人福祉施設ベッド更新事業（第２期）１０台   ２，１３８，４００円                

⑵ スチームコンベクションオーブン更新         １，０４２，２００円 

⑶ 大型洗濯機２台、大型乾燥機２台更新         ２，８６２，０００円 

 

7. 事故発生状況  ６０件（前年比＋４件） 

事 業 所 転倒転落 誤 嚥 介護ミス 特定困難 計 

介護老人福祉施設 18 3 4 2 27(-5） 

ケ ア ハ ウ ス 0 0 0 0 0(-1) 

通 所 介 護 20 0 3 3 26(+14) 

訪 問 介 護 0 0 0 0 0 

短期入所生活介護 7 0 0 0 7(-4) 

《骨折等保険対応となった事故の概要》１件（前年比－３件） 

介護老人福祉施設９６歳男性〈自己による転倒〉 深夜自分でトイレに行こうとして

転倒、右大腿部頸部骨折のため手術後約 1カ月の入院加療となりました。通常は車

椅子による移動で、トイレは定時及びナースコールでの職員介助となっていました

が、この日はご自分で歩いて行こうとしてバランスを崩し転倒したとのことです。

退院後は超低床ベッドの使用により転落の危険を回避、夜間は巡視回数を増やし尿

意の確認を行うなど対応しています。 



8. 苦情対応状況 ２件（前年比－４件） 

事業所 内 容 対 応 

介 護 老 人 

福 祉 施 設 

《家族より生活相談員へ》 

①面会の際、妻の目に目やにが

ついていたが、朝の整容はして

もらえているのか 

②夕方職員の人数が少ない時が

あるが安全面で問題はないの

か、とのお話をいただきました 

①朝の整容は毎日行っていますが、

目やにが出やすい体質であること

を把握していながら介護が行き届

かなかったことを謝罪しました 

②体調不良等による欠勤者が重な

った場合等の対策が十分でない日

も存在し、主任に残業の指示等徹底

するよう指示しました 

ケアハウス 

《入居者より生活相談員へ》 

他の入居者の何気ない一言に涙

が出るほど悔しい思いをしたと

の話をいただきました 

当事者に注意し、ご本人に謝罪して

いただくことで関係は修復されま

した 

 

9. 利用者状況 

事 業 所 延利用人数 一日平均 稼働率 平均年齢 平均介護度 

介護老人福祉施設 
17,763人 

（+132） 

48.6人 

（+0.3） 

98% 

（+1） 

87.0 歳 

(+0.2) 

4.3 

（-0.1） 

ケ ア ハ ウ ス 
4,849人 

(-408) 

13.3人 

(-1.1) 

89% 

(-7) 

85.0 歳 

(-1.6) 

0.8 

（-0.2） 

通 所 介 護 
6,678人 

（-346） 

21.6人 

(-1.0) 

62% 

(-3) 

88.2 歳 

（+-0） 

2.0 

 (-0.2） 

訪 問 介 護 
3,345件 

(+233) 

10.8件 

(+0.8) 
― 

85.6 歳 

（+0.6） 

1.1 

（-0.1） 

短期入所生活介護 
3,302人 

(+181) 

9.0人 

（+0.5） 

91% 

(+6) 

87.8 歳 

(-2.0) 

3.2 

(+0.1) 

居 宅 介 護 支 援 
1,618人 

（+57） 

月 134.8人 

（+4.7） 
― 歳 

1.7 

(-0.1) 



10. 職員研修実施状況 

※ 法人初任者研修 平成 30年 6月（４名）31年 3月（２名）実施 

 

月 
介護老人福祉 

短期入所生活 
ケアハウス 通所介護 訪問介護 居宅介護支援 

4

月 

喀痰吸引及び

緊急時対応 
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ① 

倫理及び 

法令遵守 

倫理及び 

法令遵守 

移送ｻｰﾋﾞｽ 

 

5

月 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

基礎編 

食中毒及び 

感染症予防① 

食中毒及び 

感染症予防① 
接遇  

6

月 

倫理規程及び

法令遵守 

判断と 

自発的行動 
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ① 

多職種の理解

と連携 
 

7

月 
食中毒予防 

倫理及び 

法令遵守① 

非常時及び災

害時の対応 

高齢者・病人

食の調理方法 
ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

8

月 

褥瘡発生予防

と対応 

相談・苦情対

応 
身体拘束 ZERO 

食中毒及び感

染症予防 
 

9

月 

相談・苦情へ

の対応 

認知症予防と 

回想法 

相談・苦情対

応 

高齢者の疾病

の理解 
ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

10

月 

身体拘束ゼロ

＆高齢者虐待 

 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ② 
認知症及び 

認知症ケア① 
ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

倫理及び 

法令遵守 

11

月 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

応用編 

認知症及び認

知症ケア 

食中毒及び 

感染症予防② 

高齢者虐待防

止 
 

12

月 
看取り介護 

食中毒及び 

感染症予防② 
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ② ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ  

1

月 
感染症予防 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護 

緊急時及び事

故対応 
高齢者虐待 

2

月 

身体拘束ゼロ

＆高齢者虐待 

倫理及び 

法令遵守② 

認知症及び 

認知症ケア② 

相談・苦情対

応 
 

3

月 

サービス向上

への取組み 
緊急時の対応 

サービス向上

への取組み 

事業所及び自

己評価 
 



11. ボランティア及び実習生受入状況 

⑴ ボランティア 

 

⑵ 実習生 

受入先 養成機関・学校名 人数 

介護老人福祉施設 

三中チャレンジウィーク ２名 

伊勢崎商インターンシップ ４名 

東京福祉大学介護福祉士 ２名 

興陽高校介護福祉士 ２名 

ＩＢＣホールディングス初任者 ２名 

通 所 介 護 

ＩＢＣホールディングス初任者 １名 

教員免許介護等体験 ６名 

教員の介護体験 １名 

伊勢崎商インターンシップ ２名 

東京福祉大学社会福祉士 １名 

居 宅 介 護 支 援 介護支援専門員実務研修 １名 

 

受入先 団体名・個人名 内容 人数・回数 

介護老人福祉施設 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会三郷支部 洗面台清掃 延７８人 

高齢者介護支援ボラ 傾聴 延４９回 

ケ ア ハ ウ ス 
天笠様 いきいきサロン 延１７回 

堀川様 川柳教室 延１０回 

通 所 介 護 
伊勢崎市介護予防ボラ ＡＤＬ体操 延１２回 

高齢者介護支援ボラ 傾聴 延２０回 

社 会 福 祉 法 人 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協会三郷支部 お祭り手伝い １５人 

学生 お祭り手伝い ５人 



12. 事業所別総括 

⑴ 介護老人福祉施設 

➢ 入退所状況 【入所】１３名（男４／女９）【退所】１３名（男４／女９） 

➢ 目標達成度 

①より良い終末期を迎えてもらうための取り組み 

退所者１３名中５名が施設で終末を迎えたが、直前までの入浴、好きな歌を流す、整

容、アロマの香り等職員の工夫が随所に見られている。 

②職員の専門的知識の習得とスキルアップへの取り組み 

毎月の内部研修や各種外部研修への参加により知識を深める一方、上位資格の取得 

を目指し自己研鑽に励む姿も見受けられている。 

③入所者にも職員にも負担の少ない介護への取り組み 

持ち上げない介護を掲げてはいるものの、実際現場では業務に追われ少しでも早く 

介助を済ませたいという意識から抜け出せないため、器具に頼らず身体を駆使した 

介護を行っているのが現実であるが、引き続き改善に取り組んでいきたい。 

 

⑵ ケアハウス 

➢ 入退居状況 【入居】女性２名 【退居】女性２名 介護付き施設へ転居 

➢ 目標達成度 

①介護予防活動による健康増進 

積極的に身体を動かす、頭を使う等を日常化するため、日課に鬼石体操や頭の体操 

等を組み入れ実施しているが、個々のレベルが異なるため全員が満足できる結果に 

は結びついていないため、内容に工夫を加えて実施していきたい。 

②個々の趣味活動の支援 

川柳教室、ＤＶＤ鑑賞会、曼荼羅塗り絵、いきいきサロン等をボランティアの協力に 

より定期的に開催している。 

③楽しみづくり 

前橋バラ園、赤堀菖蒲園、ながめ公園菊花展等の季節の外出行事の他、月２回のベイ 

シアやカインズホームでのショッピングや餅つき、お好み焼き、焼きそば、かき氷、 

すいとん、ケーキ、餃子づくりなどの調理レク等盛りだくさんとなっている。 



⑶ 通所介護 

➢ 利用者状況 【新規】１９名 【終了】２５名 

➢ 目標達成度 

①看護体制の強化 

個別機能訓練を強化し利用者の身体機能の維持・回復を目指しているが、３０年度

はその準備段階として外部講師によるリハビリ講習会の開催や東京での機能訓練研

修会への参加等により職員のスキルアップを図っている。 

 ②家族との結びつきを深める 

 ８月１９日に介護者教室を実施し、おむつの正しい当て方や便利な介護用品の紹介 

等を行っている。ご家族だけでなく地域の方の参加もあり有意義な時間が持てた。 

 ③楽しみづくり 

 デイサービス内に Wi-Fi環境を整備しインターネットや YouTube を視聴できるよう 

になったことにより、懐かしい映像や歌を気軽に楽しめるようになっている。 

 

⑷ 訪問介護 

➢ 利用者状況 【新規】６名 【終了】５名 

➢ 目標達成度 

①利用者の自分らしさの維持 ②寄り添う介護 

認知症や疾病についての勉強会により、これまで以上に利用者の気持ちに近づくこ

とができている。また仕事の合間を縫ってできるだけ利用者の話を傾聴することで、

その方の価値観やこれまでの人生を知ることができ、利用者目線で何を支援すれば

良いのかが見えてきている。 

③満足度の高いサービスの提供 

日々のサービス提供の中での利用者の生の声をケアマネジャーに届け、随時援助内

容の見直しを行うことで満足度の向上を図っている。 

 

⑸ 短期入所生活介護 

➢ 利用者状況 【新規】１８名 【終了】１３名 

➢ 目標達成度 



①在宅生活の維持を意識したサービス提供 

施設での生活を中心とした中長期的利用の方もいるが、ほとんどが在宅生活に戻る

ことを前提とされている方々であることから、食事や入浴等時間の決まった日課の

他は、生活パターンをできる限り崩さないようにご本人のペースを尊重している。 

②利用中の事故防止 

利用前の様子や利用中の行動パターンを把握しリスク管理を行うことで、事故件数

は昨年と比較して４件減少し骨折事故も０件となるなど一定の成果は上がっている。 

③楽しみづくり 

定期利用者が多いことから手芸等の作品作りを継続的に行い、文化祭や玄関ロビー 

での常設展示など張り合いのある活動に発展している。 

 

⑹ 居宅介護支援事業 

➢ 利用者状況 【新規】３４名 【終了】１８名 

➢ 目標達成度 

①医療との連携強化 

医療介護連携調整会議や緩和ケア研修会へ積極的に参加、病院から終末期医療患者

の支援について指名を受けるなど関係機関との連携を深めることができた。 

②北・三郷地区を中心とした在宅支援強化 

毎年恒例となっている介護予防教室「おたっしゃクラブ」を従来のほぼ倍の通年開

催とし、より多くの方に参加していただくことができた。また地域の民生委員と連

携を図り独居高齢者等の安否確認や現状把握を行っている。 

③質の高いマネジメントの推進 

他の法人との合同研修会を２回開催し、多くの事例検討を通してニーズ把握の技術

向上や公正中立で質の高いケアマネジメントの推進に役立っている。 

 

13. 平成３０年度事業報告附属明細書について 

平成３０年度事業報告で、社会福祉法第４５条の２７第２項の規定により作成する

事業報告の付属明細書は、社会福祉法施行規則第２条の２５第３項で規定する事業報

告の内容を補足する重要な事項がないため作成していません。 


